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ビ-Jレ麦の

栽培について
佐賀県農業試験場
麦作研究室長

古川 定

1. はじめに

佐賀県の麦作の特徴は3 第1に水田ムギが99%を占め

ていること，第2に麦類の作付面積 (56年産約24，000ha)

のうち二条オオムギが平担部を中心に約75%を占めてい

ることである。

このようにコムギに比べて，二条オ局、標準畦立栽培t:::¥35cm

オムギが多く栽培されている理由とし '-!/ >...::..，../ 

て，① 成熟期が10日前後早く 3 梅雨

前に収穫が終わり 3 また労力の配分上

も水稲の稚苗移植作業との競合がさけ

られる。②?作柄3 品質を左右する赤

カピ病に強く，耐倒伏性の強い品種が

出てきたのでコムギより1O~30キロ多収である。③ ピ

ール会社との契約栽培であり合格品は全量買上げられ，

表 1 佐賀県に於る地域別施肥基準

おいては昭和54年産までは成城17号が作付面積の約67%

であったが55年産から「あまぎ二条」を奨励品種に採用

したため作付面積は約65%となり， 1年で、品種が変わり

56年産では92%まで作付されている。

(2) 揺 種

播種期の早晩は収量品質に影響が大きいため，平担部

では， 11月10日から20日までが適期でありおそくとも11

月中には終わるようにする。また山麓部は平担部より各

々5日ていど早くなる。

播種量については10アール当り 7~8 キロとする。播

種様式は水田裏作では湿害回避のため高畦栽培が必須条

図 1 栽培様式図(例)
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まさ型を付ける 施)J巴揺種

件となる。大型機械と小型農機具を使つてのもっとも省

力的な方法は図 1のとおりである。

まずトラッグターで水田を全~I: して(③参照〉つぎに

35セシチ程度の等幅にまき型をつけ

る。このときの作業機械は耕うん機，

テーラーなどを用いるが3 車輸を取り

はずし専用の金車輸を使用する。(@

参照、〉また施肥，播種は前記農機の後

部に施肥播種機をセットし，同時に 1

域I也 IRI 干丞 名
目指i 1m 要 素 チ y、ノ施用の割合

収量 チ yソ リン→ナン カ リ 石灰 フGR巴 1月中下旬

平
成城 17 号 350kg 9.0kg 8.0kg 9.0kg 50% 65% 35% 

あ ま ぎ 一 条 380 10.0 8.0 10.0 50 65 35 
土旦

ふじ一条 II型 380 10.0 8.0 10.0 50 65 35 

成城 17 号 320 8.0 8.0 8.0 50 65 35 
山

あ ま ぎ 一 条 320 9.0 8.0 9.0 50 65 35 
麓

ふじ一条 II型 320 9.0 8.0 9.0 50 65 35 

価格も政府標示価格が一般大粒大麦よりも高いためコム

ギより割高となる。④県農業団体の積極的な増収奨励

とともにビール祭りなどで増収意欲を盛り立てている。

⑤ 水田農業機械化の進展などである。

2. 栽培について

広(1) 品種

われわれは二条大麦をみるとピ{ル麦と言っている

が，これはわが国で栽培している二条大麦がビール，ウ

イスキーの原料になっているためで、ある。また契約の時

に問題になるのは品種である。ピーノレ麦はピ{ル醸造組

合の指定，あるいは限定品種であって，しかも各県での

契約対象品種となっていることが必要である。佐賀県に

工程で終わる。
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(@，の参照〉播種が終われば覆土をするが3 この作業 15~20分ていどである。

は専用の土入機(カルチベーター〉を用い，除草剤を使 (7) 土入れ

用するため覆土は 2~3 センチとし， 8のとおり高畦と 前記のように水田裏作ムギは排水の良否が作柄品質を

する。この方法で播種に要する労働時間は10アール当り 決定する。土入れの効果は雑草の防除3 無効分けつの抑

約 4時間程度である。 制，倒伏防止などにあるが本県での土入れの主たる目的

(3) 施肥 は3 これ以外に湿害対策である。

施肥量は圃場3 地域，栽培法3 品種によって異なり， 湿害は地下排水不良と地表面排水対策不良によって発

またその年の気象および生育状況などいろいろ条件でも 生するが，地下排水は有材暗渠，弾丸n音渠の施工により

異なり，一定にすることは困難で、，実際にはその地域ご 対策がなされている。地表面排水は土入れを行い，図 2

とに基準を作成する。表 1は佐賀県における施肥基準で のとおり条間を深耕， f乍満;することによって効果はきわ

ある。 めて大きい。|時期はムギの本葉 5枚ころより始め3 特に

(4) 雑草防除 茎立ち後の効果が大きいく株を広げ，株内部の受光をよ

水田裏作で溜L暖多雨地帯は雑草の発生が著しい。優先 くする〉ため 1 月下旬から 3 月下旬までの間に 4~5

雑草はスズメノテヅポウであるが，この草種の雑草害は 回カルチベーターを用いて行う。 10アール当りの労働時

大きい。雑草防除は発生の初期に行うことが大切であ 聞は20~25分ていどである。

り，除草剤を使用することが効果的である。本県におけ (8) 収かし乾燥，調整

る麦類の使用薬剤は次のとおりである。 近年，自脱型コ γパインの普及で3 ほとんどがコンパ

④ 播種前処理剤としてグラモキソシ液剤150~200cc イソ収穫になっている。コンパイン収穫は生脱穀になる

@ 播種直後剤としてクロロアイピーシー乳150~200 ので手刈り 3 パインダー刈りなどより発芽，品質を良く

CC，シマジン水和60~80g，サターシパアロー乳600 するため遅刈りとし，成熟期後 3~4 日目頃より刈り取

~800cc ， トレファノサイド乳 250~300cc，サター る。この時の種子の水分含量は25%以下(表 5参照〉と

ンバアロー粒4~J5K ， トレファノサイド粒4~5K L，固場での外見はp 全穂数の60~70%程度穂首が垂れ

図 2 土入れの方法 たときである。

の生育~ttJ]処理剤はシマジン水和 50g+ カソロン 250g

の混合剤，ヤエムグラ対照にアクチノール乳 150cc 

(5) 湿害

水田裏作ムギでは排水の良否が作柄を決定すると言っ

ても過言ではない。特に春先の湿害は弱小分けつ茎は枯

死し，ガJ穂の発育にも影響し，穂数減あるいは小穂とな

る。出穂以降の湿害は登熟が順調に進まず，粒の充実を

悪くし，千粒重と品質を著しく低下させるため収量への

影響は大きく，地下排水対策は勿論であるが表面排水対

策を完全に行うべきである。

(6) ムギ踏み

ムギ踏みの目的はいろいろあるが，暖地でのムギ踏み

はムギの生育を抑制することである。ムギ踏みによって

幼穂の分化や伸長を抑えて徒長防止や凍霜害の対策の効

果は大きくなる。始j却はムギの本葉 3枚以降で終期は茎

立ちして節聞が伸びる前までに15 日おきぐらいに 3~4

回行う。なおムギ踏みは土壌が乾燥しているときに行う

よう心がける。方法としては前記播種作業に用いたドラ

ムの金輸を使用するが， 1回の労働時間は10アール当り

こそうするとによって，粒の損傷を防ぎ，品質の低下もなく，ひ

いては作業能率を高めることになり，その後の乾燥も容易になる。

乾燥も火力乾燥機の普及により，ほとんどが使用されているが，特

にビーノレ大ムギは発芽を目的とするため，水分の多いものを高視で

急速に乾燥すると発茅障害を起こしたり，色沢を損じて品質を低下

させるので，乾燥始めはilli.'ffi¥乾燥を行ってから加温し， 40度C以下

の送風温度で乾燥する。

調整は入念に実施し，穂取fJ， e， 麦得などを除去する。やむをえず，籾

ずり機を使用する場合は， ローノレを全開して「はく皮」にならないように

注意する。また前11麦除去については， ライフグレーダ，麦選機の2.5ミリ

を使用し，整粒歩合を高める。

表 2 メIj取時期の水分と発芽率(麦類)

メIJ 耳又 ~~J 地 干 日 数 種子の水分% 発芽歩合%1
生こ ぎ 45.0 51 
1 日干し 41.3 58 

成熟期前 4日 2 11 31. 3 80 
3 11 23.8 89 

4 11 19.2 96 

生こ ぎ 37.5 72 

1 日干し 32.9 75 

成熟期前 2日 2 11 22.5 90 
3 11 21.7 92 
4 11 18.3 96 

生こ ぎ 33.8 78 
1 日二|二し 31.7 84 

成 !iA. j切 2 11 20.5 96 
3 11 20.0 95 
4 11 14.2 96 
生こ ぎ 20.0 95 

1 日干し 18.3 96 
成熟期後 3日 2 11 18.3 95 

3 11 12.2 98 

4 11 11.7 97 



昭和56年11月 1日 農 業 と
『

E
ν
2
・

必
μ
T

主主主，

:子 第三種郵便物認可 (3) 

-咽圃・喝曲・咽圃惨に-- ーー

北海道における

リンゴの施肥について
北海道立中央農試化学部
土壌肥料第二科長

盛 時雄

本道の気象は冷涼で昼夜間の温度較差が大きく，果実

は小つぶながら味覚がよく，肉質もしまり，貯蔵性にす

ぐれている。

現在の栽培面積は約 2，500haで、ある。栽培上の留意点

は生育遅延による品質低下，ふらん病の被害，冬期間の

凍害などを克服することである。従って本道のごとき気

候の厳しい地域で栽培を営んで行くためには，先ず樹体

栄養強化を前提とした肥培管理が必要となってくる。

施肥標準とその考え方

現在の施肥基準は昭和53年9月設定されたものである。

地帯区分は，気象の異なる地帯に分けており，とくに

土壌型別には分類していない。ここに示した施肥量は，

その地帯の平均的土壌を対象にしたものである。表面土

壌の管理法は樹冠下清耕の部分草生法で、ある。堆肥は毎

年 2t/10a施用する。石灰質資材はPH6.0を推持するに

必要な量を秋期に施用する。

施肥時期は，融雪後なるべく早く施用し，追肥は原則

として行なわない。しかし土壌の状態，樹勢などから判

断して，施用する場合は 6月下旬迄に完了し 8月以降の

表 1 北海道施肥華準

栄養診断技術

樹が健康的であるか衰弱しているが科学的に知ること

がで、きれば，それに対応した整校男定，着果調整3 施肥

技術が行なわれ大変便利で、ある。一般に樹の内部的要素

は樹勢となって総括され，外見上に現われるので，外部

形態を調べることによって一通りの判定は得られる。

これまで多くの試験結果がら樹勢に最も関係する要素

として幹周肥大，新しよう伸長，葉色があげられる。幹

周肥大は地下部の発達と関係し積年の成果であるので当

面の診断項目としては，新しよう伸長と葉色がもちいら

れる。新しよう伸長は 7月上旬迄に伸びが停止し，その

長さは 40cm以下であることが望ましい。

葉色は3 肉眼的にはリソゴ用リーフカラーチャート

(ー名葉色|陥〉また計器のグリーンメーターを使用する。

カラーチャートは色調の判断に多少の見ずらさがあるが

安価に入手できる。グリー γメーターは透過光を計数化

し，精度は高く使用しやすいが購入に経費を要する。

調査結果によればカラーチャートクグリー γメ}ター

値はクロロフィル含有量，葉中全窒素含有量との聞に，

かなりの高い正の相関関係にある(図 1)。

これで半1]る通り，品種によってカラーチャート値およ

びグリ{シメータ{値と葉中全窒素濃度の聞には異った

関係がある。これは品種{固有の特性にもとずくもので，

一般に言われている通りデリシャス系品種の棄は濃く，

ふじは淡いのと一致する。

しかし同じ色調をしていても業中に含まれている全窒

素含有量は異っているので，予じめ品種ごとに図のよう

な曲線を作成し

ておけば，いち

いち窒素を分析

しなくても葉色

を調べるだけ

で，その品種の

ぷib哩;J11!
)JJむ 木 (kg/lOa) 幻1 木 (kg/lOa)

目標 4又最 N P205 K20 桔す メl入J N P205 K20 

5年生前後 8.0 5.0 6.0 
i蓋南音11 2，500-3，000 18.0 12.0 15.0 

10年生 H 12.0 8.0 10.0 

5年生 H 6.0 4.0 5.0 
道央部 2，300-2，700 16.0 11.0 13.0 

10年生 H 10.0 7.0 8.0 

5年生 H 6.0 4.0 5.0 
道北東部 2，000-2，200 14.0 10.0 11.0 

10年生 H 10.0 7.0 8.0 

樹体への影響は出ないようにする。

施用方法は，幼木，成木ともに全面散布で

樹冠下の清耕部分は軽く耕起する。 3要素の

比率は，多くの土壌調査から判断して， 10-f

7-8と決めた。 ぷ
---1¥ 6 

また，苦土，棚素などの微量要素欠乏のみ↓

られる園を対象に，その症状に応じた資材の i5
施用をすすめている。 議4

わい性台木の施肥基準は，目下試験中でと

くに決めてはいないが一応わい性台，樹にも

適応できるとみた。なお，幼木の施肥量は従

来は 1本当りで算出していたがとれを単位面

積当りで示し，栽植密度の変化にも対応でき

るよう t乙している。

図 1 葉色帖とGMの関係 ('81.8. 31調査)
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大まかな窒素含有量を知ることができ大変便利である。

なお，化学分析によるリ γゴ栄養診断の一方法として

7月下旬から 8月上旬の葉を採集して分析するとよい。

この時の基準値として!N2.2~2. 8%， PO.16~0. 3%， 

Kl. 4~2.1%， CaO. 8~1. 6%， MgO. 24~0. 36%， Mn  

50~300ppm， B 20ppm_を設定している。今この数値を

基に窒素について品種別の葉色の適正範囲は次の通り。

スターキングデリシャスでは，カラーチャート』直4.5~7.0 (グリンメ

ーター値1. 2~1.4) ， 1目6.O~7. 5 (1. 4~1. 7).ふじ3.5~6. 5 (1. 3~1. 5) 

養分吸収のパターン

各県の施肥時期を本道と比較すると表 2の通り，一般

に北は春}]巴，南は秋肥に重点がかかっている，何故この

ようになっているか不明であるが樹の生育過程と養分の

要求度，気温3 積雪など様々な要因が考えられる。

表 2 各県の施肥時期

施 肥時 期j

春肥原!11J(追)J巴の必要なときは 6月F句迄)

春肥2/3、6月追肥1/3
9月

秋肥のみ

11月法)J巴60%、3月20%、9月20%各追肥

(注)各県ともlOa当り15kg前後をN標準施肥としており，品種，

土壌条件により多少増減している。

一般に春施用した肥料分

が根に届くまでには時聞が

かかる。そのうえ草生栽培

の場合は養分の大部分が草

に吸収され樹に吸われる分

区 分

4月全量基肥

4月基肥・ 6月追肥

前年10月基肥

は少なくなっている。水耕試験の結果3 窒素吸収の在り

方として 6月に大きな山， 9月に小さな山ができるよう

にするのが理想的とされている。しかし実際栽培ではい

ろいろな要因が加わり 3 とてもこのようにはならないが

肥料の選択，施肥方法などにより，いくらか

でもこの姿に近づける工夫が必要で、ある。

表 3は清耕栽培下でポット試験と言う小

規模なものであるが，春肥，秋肥単独のも

のより 6月中旬に基肥の)/3'を追肥した区

の結果は累積収量でよくなっていた。従っ

てこの点からみて，肥効が持続するので，

追肥効果に似た働きをするコ{ティソグ肥

料に注目してよい。

土壌の悪変防止と肥料形態

，lloι 
寸二a

て熔燐，硫加を配合して10カ年間連用した結果である。

一般に， リンゴは他の果樹に比較して強酸性に耐える

方であるので硫安連用で PHは低く且つ塩基成分が流亡

しでも，収量は高くなっていた。これに対し石灰窒素連

用区は，硫安連用区と対照的な傾向を示していた。

しかし，果樹は長い年月に亘って同じ土壌で栽培され

るので土壌成分の変化の少ない硝安，尿素などの生理的

中性肥料の使用は有効で、ある。

おわりに

一旦栽植されたリンゴ樹は数10年間同一場所で生産を

繰り返すので樹体は毎年健全で且つ寿命の永いものでな

ければならない。そこで地力培養と合理的施肥管理が重

要な要素になる。昔，魚かす3 油かすを使用していた時

のリソゴ樹は健康的で果実の玉大もきく 3 味もよく 3 貯

蔵力もあったと古老は言う。実際p 化学肥料の多肥は効

き目も高く，一時的には多収と結びついたが樹は次第に

弱札土壌は悪変したことも事実である。

樹の要求する養分l反収パター γに合せて養分が供給で

き，土壌を思変させることの少ない被覆燐硝安加里肥料

70日夕イプが好まししうが果樹肥料として効果が高いも

表 3 施肥時期試験成績(中央選i試)

(注〕旭/M26若木，硝酸系高度化成 (15-15-15)各成分60g/1
本当り

のと思われる。

表 4 窒素形態別連用試験成績(中央農試)

置換性塩基(l11g) IIg5ト53の平均(1本当り)53.7.28 
区 うケ PH 

CaO MgO K?O 幹周 新しよう長 葉中N

硫安連用 11一~i 5.0 266 3.1 82 CI11 CI11 

2.63 % 43.1 29.1 
2 )百 5.0 250 4.5 87 

硝安連用 21層層
5.7 410 5.9 137 

39.3 30.4 2.73 
5.6 243 5.6 140 

石連灰窒素用 12層層
7.7 741 5.8 97 

40.1 28.4 2.74 
7.6 637 5.9 121 

果樹にとって土作りは最大の課題である。一旦悪変さ

せた土壌を改良することは永年作物の場合とくに困難で

ある。従って各肥料の特性を十分把握したうえで使用す

ることが賢明で、ある。表4は窒素質肥料の種類で，土壌

が変ってゆく状態を示したものである。

この試験は重粘土壌を用いて，窒素質肥料のみをかえ

(注) 1屑o~10cm. 2 層1O~20cm. スターキングデリシャス穏

...一一一 9月号第7頁所載の清水和繁先生の「中
訂正

H一回一一て晩性本It橘と地力的施肥管理」は「中晩生

柑橘と地力的施肥管理」の誤り 3 また， 10月号巻頭

の長谷川和久先生の「積雪寒冷地における水田裏作

小麦の施肥法」の第 3表，第4表の数字部分が入れ

違っております。謹んで訂正致します。(係〉
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機械移植栽培水稲と

被覆尿素肥料
滋賀県土壌肥料
専門技 術 員

西沢良

滋賀県の水稲栽培の特徴は 4月下旬から 5月中旬に

かけて田植が行われる，いわゆる早植機械移植栽培が約

97%を占めるに至った。この栽培法の進展に伴い，本県

の反収は停滞するようになり 3 全国平均反収並の 480kg

程度にとどまっている。

早植機械移植水稲は，苗の株当j直付本数が多く，その

うえ初期生育が旺盛なため分げつが過剰となり，最高分

げつ期の到来が早い。従って，最高分げつ期から幼穂形

成期までの期間(ラグ期〉が，従来の成苗手植栽培水稲

に比較して長くなっている。

本県の水稲作付面積の約80%を占める日本晴，キ

ンパでは， ラグ期が約 1カ月間にも及んでいる。ラ

グ期で長いほど幼穂形成期前の稲体内窒素濃度の低

下が著しく，その結果有効茎歩合の低下と 1穂もみ

数の減少を招き 3 単位面積当りのもみ数不足iとな て
出

るo Z 

例えば，昭和50~54年の最近 5 カ年のm2当りもみ

数は，全国平均294X102粒に対し，本県は273X 102 

粒であり 3 その対比は93と低く，反収停滞の原因と

なっている。

暖地の早植機械移植水稲に対して，従来行われて

と 宇| 第三種郵便物認可 ( 5 ) 学

表 1 試験区および施肥設計 CN;kg/a) 

疋JJ巴 11':iU :f:'l(JJ巴 実 )J巴

1nE 室 索令

ザ{ 千ゴー 0.6 0.2 0.2 0.2 

CU2号(元)普化(他・'j三) 0.8 0.2 0.2 

CU2号(元)CUl)8・(相) 0.8 0.4 

CU3号(元)普化(;f.il(・x) 0.8 0.2 0.2 

CU4号(全元) l.2 一
供試肥料の特性

被寝尿素人り粒状複合 1号(被覆尿素40号-N，3096入)12-14-14 

2号 C 11 70号 N，405'6'入)12-14-14 

3号 C 11 100号 N，60%入)14-14-14 

4号( 11 100号 N，80%入)15-15-15 

で、機械移植を行った。その施肥設計は第 1表に示した。

2) 試験結果と考察 元肥に施用した被覆尿素入り肥

料の土壌中での NH4-Nの消長は，普通化成の分施にく

らべ長期に豆り多量に残存しており，肥効の持続性が明

らかである。被覆尿素入り肥料は，その中の被覆尿素の

溶出期間の長いほど，また，その占める割合の多いほど

土壌中の NH4-Nは長期間維持されており， CU 4号全

第 i図元肥の NH4-Nの消長

10 30 60日後40 20 

きた元肥重点施肥法で、は，初期生育が促進されすぎラグ 量元肥施用では3 著しい残存がみられた(第 1図〉。

期が長く，この間の稲体内窒素濃度を高く維持すること 生育状況は，普通化成にくらべ被覆尿素入り肥料の元

ができず，多収を期待するもみ数の確保が困難である。 肥施用の方が，草丈は終始高く推移している。茎数は普

その対策として，元肥重点施肥法に代る新しい施肥 通化成施用が最高分げつ期までは多いが，その後無効分

法3 ①被覆および緩効性肥料の施用，②深層局所施 げつが多く有効茎歩合の低下がみられ，収穫時の穂数で

肥，③ 追肥重点施肥等について検討を試みた。その 1 はほとんど元肥の肥料の差はなかった。しかし， CU 4 

っとして，早植機械移植水稲に対する被覆尿素入り肥料 号の全量元肥施用は，草丈，茎数ともに初期から旺盛な

の肥効につき実施した試験の結果を報告する。 生育がみられ，幼穂形成期から出穂1Wにかけては過繁茂

なお，木県では近畿の水がめである琵琶湖の水質保全 の様相を示した。

のため， 1880年 7月から「琵琶湖富栄養化防止条例」が 幼穂形成期の葉色は，元肥に施用した肥料の特性を端

施行され，その中に農業排水からのN.Pの流出削減が 的に示し，土壌中の NHcNの残存最の傾向とも一致し

条文化されている。そのため，水田からの肥料成分の流 ており，肥効の持続性が長いほど濃色となっている(第

出防止対策を講じなければならず，その 1方策として被 2表〉。また， f葉色との関係は， 幼穂形成期の茎葉中の

覆尿素の使用が，大いに期待されている。 N含有率にみられるように，普通化成より被覆尿素入り

1. 機械移植水稲に対する被覆尿素入り肥料の肥効に 肥料の方が高く，被覆尿素の溶出期聞に応じて肥効が長

ついて ‘ もくことも認められる〈第 2表〉。

1) 試験方法 1979年に滋賀県農業試験場ほ場で，日 収量は第 3表に示すように?わら収量は幼穂形成期か

本晴の稚苗を供試し， 5月 8日に30X15cmの栽植密度 ら出穂期にかけて過繁茂気味に生育した。溶出期聞が100
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表 2 収穫期の生育葉色・茎葉中の N含有率

百式 )Ij尖 l豆
9 月 14 EI 有効主主 7.18 N 合、有率(%)

N干Ij用Z字
不Ilt 上£ 不定、 土ミ ;f'l(数 :!J:;，: 1=入E 2主主色牢 6.21 7.17 オつら もみ

1111 乞';;、且 紫 61. 9 17.8 15.8 62.7 1 1.47 1.11 0.48 0.87 

'Il't :fJ' 74.6 18.2 22.8 55.8 3 1. 64 1. 23 0.63 0.98 43.8 

CU2号(元)普化(拙実) 80.3 18.7 23.7 62.5 4 2.00 1. 43 0.69 1. 06 47.3 

CU2号(元)CU1号(t:¥H) 81. 9 19.5 22.3 60.0 4 2.43 1. 42 0.70 1. 07 54.6 

CU3 号(元)普化(t:j~~ .笑) 80.2 19.4 22.7 60.1 5 2.22 1.64 0.66 1. 05 52.9 

CU4号(全元) 84.9 18.4 26.1 61. 0 6 2.65 1. 81 0.77 1.15 60.8 

キ 1・ 淡 2‘ 目・・や h淡 3.....普通 4......や〉波 5 ・・・濃 6 

日に及ぶ被覆尿素入り肥料の施用で多収となった。

一方，玄米収量は穂長との関係が深く，幼穂形成期前

の稲体内窒素濃度が高く維持され，えい花の分化数が多

く，また，穂肥施用によるえい花の退化防止効果の大き

いものほど，穂は長くもみ数も多くなって増収につなが

っている。 CU2号(元)・ CU1号〈穂〉やCU3号

(元〉普化(穂・実〉で多収となっているが， CU 4号

(全元〉はえい花の分化数は多いが，退化数が極めて多

いため，穂長は短かく，そのうえ屑米も多くなり， 5% 

程度の増収にとどまった。

早植機械移植水稲にとって3 普通化成の元肥重点施肥

法では幼穂形成期まで肥効が持続されず，もみ数が十分

確保できないが，被覆尿素入り肥料の元肥施用により，

分げつ期追肥の省略にもかかわらず肥効の持続がみら

れ，もみ数の増加により多収が得られた。また，被覆尿

素入り肥料の穂、肥施用の効果も大きく，普通化成の穂肥

実肥の分施にくらべ，退化もみの減少や有効茎歩合の向

上に寄与したものとみられる。

しかし，元肥の肥効が長すぎると，過繁茂となりわら

作りとなり， 1穂もみ数の減少3 登熟歩合や千粒重の低

下となり 2 玄米の増収につながらず，かえって倒伏や病

害虫に対する危険性をはらんでいる。

2. 琵琶湖富栄養化防止と被覆肥料について

滋賀県の農耕地からのN・Pの流出削減を図るために

は，その約90%を占めている水田からの流出防止が，最

も重要な課題となっている。水田からの肥料成分の流出

時期は， 4月下旬から 5月中旬にかけての約 1カ月に大

部分が集中している。

この時期は本県の田植時期に

当り，とくに兼業化が最も進ん

でし、るためゴールデン・ウィー

グに約90%が田植を終了する現

状である。この時期の肥料成分

の流出は，元肥に施用された肥料が代かき水に溶出し，

その代かき水が田植時に落水されるためで、ある。

全層施肥法が完全に行われていれば，代かき水への肥

料成分の溶出は極く少なく問題とならないが，省力を前

提とした昨今の大型機械の導入に伴う農作業、のH/~とで

は，荒代施肥が大部分を占めているため，代かき水への

-・1盃濃

溶出が増大し3 窒素では元肥施肥量の約一1/3が水田から

流出していると言われている。従って，現在の元肥施用

法の改善が望まれており，その対策として3 ① 全層施

肥法の励行，② 初期溶出の少ない被覆および緩効性肥

料の施用，③ 施肥田植機による土中局所施肥，④ 元

肥減肥と追肥重点施肥等があげられている。

木県の場合，機械移植水稲の元肥に被覆尿素を使用す

るには，化成肥料との複合肥料として施用されるので，

その中に含まれる被覆尿素の占める割合が大で，かつ初

期溶出率の小さいほど，水田からのN成分の流出削減に

つながる。しかし，水稲の生育との兼合いからみると，

溶出期間が 70""-'100日程度で， Nの2/3程度を被覆尿素

で占めたものを，元肥にN成分で 5""""6kg/10a程度施用

するのが適当と考えられる。

この場合Pは普通化成と同様であるので，被覆尿素入

り肥料でも全層施肥法が望ましい。また，今年この肥料

を粒状施肥田植機で施用したが，肥料の吸湿性が少な

し粒径もよく揃っているので3 土中への落下がスムー

ズであり，所定の施用量に極めて近い量が落下できた。

以上の点から被覆尿素入り肥料の元肥施用は，機械移

植水稲の生育によく合致した肥効を示し，そのうえ，水

田からの肥料成分の流出削減にもつながる。機械移植水

稲の効率的な施肥法は，おのずから河川や湖沼の水質保

全につながり，また，省資源・省力ともなるので，被覆

尿素入り肥料の使用は農家にとって有利である。

表 3 収量結果 Ckg/a)

言i:t 験 区 わら豆 向上七 玄米重 向上七 府米軍 千粒重 もみ/わら

無モ 室 2司正rミ2 54.7 71 36.9 73 0.38 21.8 0.81 

'1賞 千子 77.5 100 50.6 100 0.45 22.2 0.80 

CU2号(元)普化(椋実) 76.9 99 52.9 105 0.30 21. 3 0.84 

CU2号(元)CUl号(秘) 78.1 101 58.3 115 0.45 21. 2 0.91 

CU3号(元)普化(穂実) 83.8 108 57.2 113 0.30 21.7 0.83 

CU4号(全元) 84.8 109 53.0 105 0.98 21.2 0.78 

........-_....-......・・へんへ・9・・~....，.・・・ 1 来る12月5日下記に移転致し
事務所移転ζ通知

......_~.. ..，.，.. ... 戸、〈・・・."，.........~...............， ... ます。 農業と科学研究会

干112東京都文京区後楽 1-7ー 2林友ビソレ

なお，本誌関係についてのご照会は下記にお電話

下さい。(係〉

東京 (03)841-6318チッソ旭肥料 (KK)
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シクラメンの安定生産と

ロングの肥効
長野県上伊那農業
改良普及所

大平民人

はじめに

シクラメンは導入後，数年は安定して栽培されるが3

4， 5年目以降不安定になる事例が多く見られる。床土

の簡素化，病害虫等の密度の増加，管理の省略化等の要

因がからみあって作用するためと推測される。

管内には23戸，約17万鉢の栽培があるが，近年同様な

傾向を示している。この課題解決のための安定生産技術

を試行してきた一環として，仕上鉢にロングを使用した

施肥体系が好結果を得ているので紹介したい。

床土の簡素化と生育

床上の簡素化は置換容量の不足による肥効調整不良，

N供給力の不足による肥料切れ等生育の急変，使用有機

物の分解にともなう N肥効の変化等

をもたらし，これらと気象条件がか

らみあって生育を不安定にしている

シクラメンへの現象は土壌中の供

給過多による新葉の異状，軟腐病の

発生， Ca欠と思われる葉縁の枯死，

開花遅延，花とガラのパランス不良

および開花異状，肥料供給不足およ

ひび、供給タイミング、がず

こる肥料のガラの大小のノパミラつきと

年次変動，葉柄の時期別伸長差と草

姿不良，生育中の黄化，後期の草ボ

ケ等である。これらを回避するため

に，有機入り等の肥料選択，追肥重

点主義等に移行しているが充分な対

表 2 試験区の構成

学

策となっていない。

施肥の合理化とねらい

用土の欠点を最少限にカパ{でき，土壌の供給が安定

し，結果として病害による株落ちがなし肥効が長期間

持続し追肥労力を省力でき，この要件を満たしながら，

慣行でいわれる 8 月末~9 月上旬の黄化現象が発現し，

その程度も強すぎず，花芽の充実，促進ができ，品質の

高いものができることである。

当地における作型は 6 号鉢で 6~' 7月仕上鉢移植， 11

月 ~12/中出荷が主体を占めているが3 この間の肥効を

考えた場合の肥料選定は肥効期間が長く，設定期間にパ

ラエティーのあるロングが条件を満たすものと考えられ

た。

現地試験の内容

駒ヶ根市塩沢崇氏3 伊那市大住哲郎氏の圃場で表 1の

ような用土および耕種概要により， 55年に実施した。

施肥量の算出と試験区の設定

農林水産技術会議事務局編，実用化技術レポート No

表選1 用土および耕種概要

11K i)¥_ Iml 場‘ メミ [主 Ulll i~き

基ゴ二10m'当リ ↑l!t:fJ--区ロング区 用土10111'の内訳 慣行区 ロング区
苦土石灰 12kg 12kg 

赤 j 平合|よ つ ん 6 6 黒土 11 1 i令
フミンホスカ 5 モミカ、ラ土佐1I巴 11 1，3台 同 じ

用 ペレックス 6 m 腐葉 17袋
，Q:円'J. 1分 7 7 カヤ 2t卒 1台
』ま つ 素 3 3 ビートモス 7袋
グリーンサム 2 2 緩効性肥料 20kg 

j二 .tj二型~ jlf~ H巴 2000 2000 戸主レックス 30 
腐 葉 1400 1400 フミンホスカ 20 

よ つ ん 30 30 
苦土石灰 20 20 
ハイグリーン 10 10 

緩効性肥料7月1回 20g/鉢 住友液11巴9月2回 5001~450cn/ }j; 

ゴ丘 j丘 置)J巴 9月1回

ト モ エ 化 成
4f/ / / h )J巴 1I巴

フミンホスカ 3/kg 
緩 効 性 肥 料 3/ kg 
ソフトシリカ 5/ kg 

jJ主iJI究E i 
供試品極 「マ」のず)¥及び'300番

j担IA丞沈
供試~C，'， ílli ノ〈ーパーク

蒸気土壌消毒 6月24日 蒸気土接消毒 7月 5日
展示闘設置 6月27日 展示岡設置 7月9日

要 方 法 4号苗を 6号に移植 要 方 法 4号苗を 6号に移植

区番号 内 容 (6号鉢/鉢当り) 供試鉢数
素焼 プフ

1 ロング100 6g 10 10 
i盆 2 H 11 9g 10 10 

3 11 11 15g 10 10 
沢 4 ロング100 4g十ロング1805g 10 10 

国 5 11 11 6g十 11 11 8g 10 10 
6 ロンク 180 23g 10 10 

場 7 11 11 35g 10 10 
8 慣行区
1 ロンク"100 9g(十ょうりん 5g) 12 

大 2 11 11 12g( 11 12 
tiミ 3 ロンク"100 6g+ロング1808g( 11 ) 12 
圃 4 11 11 9g+ 11 l1g( 11 ) 12 

場 5 ロング180 23g( 11 12 
6 慣行区

141プラスチック鉢利用によるシクラメンの栽培と管理」

に記載されている窒素施肥の計算法に基づき，およその

目標を開花時葉重~500g， 6月鉢上時 100g， 8月末 300g

鉢当りとし，上記を増加させるに要するN供給量を土壌

のN供給分を 8月末チッソ供給中断の場合"100mg，全生

育期間中チッソ供給の場合句150mg"鉢当りとして差しヲ|い

て計算した。

その結果， 8月末チッソ供給中断の場合のチッソ供給

量は 400mg，全生育期間中チッソ供給の場合の供給量は

1100mg鉢当りとなる。これをロング肥料(13-3-11)に換

算するため同レポートに記載されている緩効性肥料(15

-15ー 15)の施肥量と窒素供給量の関係図から必要量を
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求めると， 40Qmgには7.5g， 110Qnigには20g鉢当りとな

り， これを1.15倍(成分換算〉した。

ロングの使い方は 6月鉢上げ11月出荷を前提に， 8月

末に肥効中断するには 100~タイプを， 8月末の肥効中断

と全期間持続を組み合わせた区には'100と180タイプを

2/3と1/3に分けて， N肥効を中断しないでは 180タイ

ブを使用するよう計画した(表 2)。

調査結果および考察

ロングは施肥量:が多くなるに従がい 8 月末~9 月上旬

の寅化現象は程度が軽くなり，ガラは大きくなり，花芽

の発育は遅れる傾向を示した。

しかし，花芽の発達，開花期の遅れの著るしい区は

180タイプ 35g鉢当りのみであり，ロ γグ使用では寅化

現象が出なくても花芽の発達に影響が少ないと思われ

る。

草姿について， 55年は夏秋期の日照不足が著るしく，

生育後半慣行区では草ボケしたが，ロングのボケは少な

く極めて良好であった。これはロングの肥効が緩慢であ

ることに起因すると思われる。

反面，それが葉組み後の新葉の発生伸長にも現われ，

追肥をした慣行区より草姿が整のうまでの期聞を多く要

する(その間見づらが悪し、〉傾向が見られるので，葉組

みを早めに実施したり，軽い追肥でカパ{してやること

を，その程度や，年次により考えておく必要がある。

花立ちの揃い，花，草姿の異状は特に認められなかっ

た。

慣行との比較は生育，品質において同等がロ γグ区が

表 3 調査結果(主要項目抜すい)

塩沢圃場

ι~ 
;~主 対rt. j;!( 

1 2 3 4 5 6 

業色 ?J~~ 10 30 22 22 50 60 
( 9月 5日) やや波 30 50 45 45 10 40 

(%) 30 20 33 22 40 。
JやJや?炎 30 。 。 。 。 。

~ß~ 。。 。 11 。 。
プf、 フ ユji.: :t勾 35.7 38.0 40 39.2 41.8 39.4 

( 10月 6日;(此大 39.5 44.0 45.0 43.5 50.0 42.5 
(cm) ¥11)土イ、 31. 5 31. 5 34.0 35.0 36.5 35.0 

院j~ヒ jむi 七V{ liL 30 11 。 33 。 11 
(11F:l13EI) !I'. 40 67 25 34 63 56 

(%) ~1l}Íî: 30 11 50 33 37 22 
日免 。 11 25 。 。 11 

大住園場(素焼鉢)

jv.t1高官一一一一J当 1 2 3 4 5 6 
業♂ 色 i盤 。 10 18 44 33 10 

( 9月10日) 80 90 82 56 67 。
ìß~ 20 。 。 。 。 80 

(%) 極 j炎 。 。 。 。 。 10 

ガフ 止|ιHJ 40.0 40.2 42.0 42.0 39.4 33.5 

(叩1日)(最大 42.5 43.5 48.0 46.5 44.5 38.0 

(cm) ¥1[，古小 38.0 35.5 38.0 39.0 36.0 27.0 

1)司1包Jt/J iラ‘ー1 10 33 36 33 33 。
(11月14日) 80 22 64 45 45 50 

(%) H免 10 45 。 22 22 50 

7 

100 。。。。

優り，その傾向は大住岡場において著るしかった。

このように， ロングは慣行に比較し，生育3 品質面の

改良効果があり，省力的でもあるので，ねらいとした施

肥体系として利用できる事が明らかになった。そして，

6号仕上鉢に対し，当地の作型で、40cm内外のガラの大鉢

を作るには，素焼鉢でロング100，6 g十ロング180，8 g 

生本当りが，プラスチック告本でロング100，4g+ロング180，

5 g鉢当り内外が適切な施肥量と判断された。

ただしこの55年は例年にない冷涼年であり，その点

肥効への考慮をしておく必要があると思われた。

栽培への導入結果と留意点

試験結果に基づいて，管内の栽培農家に本年より導入

され始め，当初予期した成果を得つつある。また，仕上

鉢のみでなく，仮植鉢上用土にも応用され利用範囲も拡

大しつつある。

栽培に本格的に導入された中で，次のようないくつか

の留意点が上げられる。

100タイプ， 180タイプとも施肥後の蒸気土壌消毒では

初期に溶出が多く，濃度障害を受けるので用土への混入

は使用直前が良い。

同一用土で同一量が施用されても，管理する農家によ

って肥効が異なることから， i-謹水量と肥効，ハウス内温

度と肥効を考慮する必要がある。

濯水量は用土の孔隙量と関連があるので謹水量に見合

った施肥量の調整が必要で、あり，ロングの肥効は25
0

C条

件下で溶出期聞が設定されている所から，夏場の遮光，

室温低下による地温低下に留意する。

用土が肥沃でない場合は初期生育が劣るので，速効性

肥料を組み合わせておくと共に，用土に未分解の粗大有

プフスチ ソク針、

8 1 2 3 4 5 6 7 8 

V 
10 25 75 80 92 84 100 

30 67 17 20 8 8 。
50 8 8 。 。8 。
10 。 。 。 。。 。。 。 。 。 。。 。

43.6 40.1 40.6 39.5 41. 0 39.7 41. 0 41.9 45.3 44.8 

47.0 42.5 44.0 44.0 45.0 43.5 44.0 46.0 46.0 50.0 

41.0 35.0 38.0 36.5 39.0 35.5 37.5 39.5 42.5 42.0 。。
50 

50 

16 50 20 10 。 。 9 。 。
84 10 50 45 67 64 36 。 20 。 40 30 45 33 36 45 40 80 。 。 。 。 。 。 10 60 。

機質が使用される場合，生育中途でN飢餓によるN欠乏

を起こすので液肥の施用によりカバーする必要がある。

むすび

高冷地でのシクラメン安定生産技術の一環しとての施

肥技術では，今後ロングに期待する場面が多くなると推

測される。また3 生産面ばかりでなく，消費の面でもロ

ング使用のものは力があると言われるところから，より

期待は高まるであろう。


